
管理指標

分類 管理指標 現状 ⽬指す
⽅向性

Ａ
︵
都
⺠
︶

都内観光する都⺠の割合 30.2％
（2021年）

観光に係る活動に関⼼がある都⺠の
割合

28.0％
（2021年）

観光に係る活動の経験がある都⺠の
割合

17.4％
（2021年）

Ｂ
︵
経
済
︶

国内旅⾏者の満⾜度 95.0％
（2019年）

外国⼈旅⾏者の満⾜度 95.4％
（2019年）

訪都外国⼈リピーター率 56.4％
（2019年）

都内延べ宿泊数 7,898万⼈泊
(2019年）

⽣産波及効果 11.8兆円
（2019年）

雇⽤効果 99万⼈
（2019年）

Ｃ
︵
⽂
化
︶

観光地としての魅⼒向上に芸術⽂化
が重要と考える都⺠の割合

67％
（2021年）

都指定⽂化財件数 825件
（2020年度）

都内国宝・重要⽂化財等指定件数 3,268件
（2020年度）

ユニークベニュー利⽤件数 24件
（2019年度）

Ｄ
︵
環
境
︶

再⽣可能エネルギーによる電⼒利⽤
割合

17.3％
（2019年度）

⽣物多様性の拠点である保全地域の
新規指定拡⼤

約758ha
（2019年度）

都は、東京2020⼤会を契機として、観光産業の更なる活性化につなげて
いくため、東京を訪れる国内外の旅⾏者が安⼼かつ快適に観光を楽しめる
よう、多⾔語対応やバリアフリー化を強化するなど、旅⾏者の移動・滞在
を⽀える基盤を都内全域で整備してきました。

その結果、「外国⼈旅⾏者の受⼊環境整備⽅針（2014年12⽉）」で定
めた外国⼈旅⾏者が多く訪れる10地域においては、徒歩２〜３分圏内で観
光情報にアクセスできる環境を実現しました。

また、多摩・島しょ地域を含めた都内各地域の多彩な魅⼒を⽣かした観
光振興を推進するため、地域の観光資源の開発・磨き上げに取り組むとと
もに、東京と⽇本各地の魅⼒を効果的に国内外へ発信してきました。

これまでの取組の成果と東京2020⼤会のレガシー

都は、東京2020⼤会に向けた取組を都市のレガシーへと発展させ、世界
中のあらゆる⼈々を魅了する観光都市へと進化させていきます。

東京観光情報センターの運営

TOKYO FREE Wi-Fiの整備

観光ボランティアの育成

世界⾃然遺産共同ウェブサイトでの発信

バリアフリー対応の客室

【取組と成果の例】
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